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２ 研究調査及び学校支援 

（１）基本的な考え方

本県教育の充実とその振興を図るため、次の方針に基づき、教育の専門分野について

実証的・科学的な研究を行う。また、自主的、主体的な研修活動を支援するとともに、

そこで得られた研修成果を県内に広めることで、教職員の資質、指導力の向上を図る。 

（２）研究調査及び学校支援の概要

 研究については、引き続き、長期研修生とともに共同研究に取り組み、その研究結

果を教育センター主催の研究発表会等で発表し、成果を学校に還元している。平成３

０年度からは、「県教育センター長期研修を活用した校内研究体制等の推進」を掲げ、

学力向上に係る課題解決のため、校内研究体制の取組を推進するとともに、将来県や

地域の中核となる人材育成を図ることを目的としてきた。各研究テーマは、表にまと

めたとおりである。 

また、中国・四国教育研究所連盟研究協議会において、毎年、指導主事等が実践をま

とめて発表してきた。発表テーマは、表にまとめたとおりである。 

「スーパーバイザー」による学校教育支援事業は、令和元年度まで教育センターの事

業として実施し、事業実施校等とともにテーマに沿って行った実践研究の成果の普及

を図ったが、令和２年度からは、小中学校課へ移管することとなった。 

また、引き続き「アドバイザー派遣」事業を行い、自主的、主体的な研修活動を支援

し、研修成果を県内に広めることを通して学校を支援した。平成２７年度に教育センタ

ーに組織された学力向上担当が、令和元年度に小中学校課に移設されることに伴い、ア

ドバイザー派遣事業も小中学校課に移管された。しかし、翌年、教育センターに学校支

援担当が新設されたことに伴い、再び、教育センターに移管され、現在に至る。 

①本県の重要な教育課題についての研究調査を実施し、その対応策を検討する。

②学校の主体的な教育活動に関する支援のあり方について検討する。
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中国・四国地区教育研究所連盟研究協議会の発表テーマ 

年度 大会名等 研究テーマ 

R５ 
中四教連 

香川大会 
メンター方式を活用した人材育成について

R４ 
中四教連 

岡山市大会 
とっとり GIGA スクールの今までとこれから 

R３ 
中四教連 

愛媛大会 
メンター方式を活用した持続可能な人材育成システムの構築に向けて

R２ 
中四教連 

山口県大会 
教職員研修で推進する ICT 活用教育 

R１ 
中四教連 

高知大会 

教師としての歩みを支え続ける 

～初任者タイムの取組をとおして～ 

H３０ 
中四教連 

広島県大会 

本県教育の未来を見据えて 

～16 年目研修を中心とした取組を通して～ 

H２９ 
中四教連 

徳島大会 

学校の中核となる教員の育成をめざして 

～教科・領域指導力向上ゼミナールの取組を通して～ 

H２８ 
中四教連 

広島市大会 
教職員研修における ICT の効果的な活用 

H２７ 
中四教連 

香川大会 
アクティブ・ラーニング推進のための研修プログラムの設計について

H２６ 
中四教連 

岡山大会 

小学校低学年の学習支援 

～ひらがなを流暢に読むために～ 
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３ 情報教育 

 

（※平成 26 年度～令和２年度までは教育環境課において情報教育を所管） 

 ・平成 26 年 10 月に本県におけるＩＣＴ活用教育の推進の方向性について、「鳥取県ＩＣＴ活用教

育推進協議会提言」が今井正和座長より山本教育長に提出された 

 ・平成 27 年３月に本県のＩＣＴ活用教育推進に当たっての課題を明らかにし，今後の行政や学校

関係者が取り組む際の指針となる「鳥取県 ICT 活用教育推進ビジョン」を策定 

 ・令和 2 年度に校内研修等で活用するためＩＣＴを活用した具体的な授業づくりのヒントや実践

的な活用事例をまとめた「とっとり ICT 活用ハンドブック」を作成 

 ・１人１台端末環境における ICT 活用について、基本的な操作研修や校内でリードする人材育成

のための応用研修など、学校のニーズに対応した学校訪問型研修を令和２年度に約１００校実

施 

 

国の令和元年度補正予算において、児童生徒向けの 1 人 1 台端末と高速大容量の通信ネットワー

クを一体的に整備するための経費が計上され、Society5.0 時代に生きる子供たちが日常的にＩＣＴ

を活用するための「ＧＩＧＡスクール構想」が打ち出され、その実現に向けて県教育委員会として

も組織的に取り組むため、令和３年度に教育センター内にＧＩＧＡスクール推進課が設置された。 

ＧＩＧＡスクール構想の本格的なスタートの年にあたる令和３年度を「学びの改革元年」として

位置づけ、これからの社会を主体的に生き、社会に対応する資質・能力をもった人材の育成を図り、

学校教育の情報化を加速するため、以下のような取り組みを行った。 

・ICT の実践事例から授業づくりのヒントをつかむと同時に構想している授業の中に情報活用能

力が含まれるのかを教員が意識できるように「とっとりＩＣＴ活用ハンドブック」の増補版を

作成 

・ＩＣＴ活用教育推進地域や学びの創造先進校で実践された事例等について「とっとりＧＩＧＡ

スクール構想推進チャンネル」（ＧＩＧＡチャン） で情報発信 

・県立高校のＩＣＴ活用推進に向けたサポートを充実するための高校 ICT 支援員を配置 

・学術情報ネットワーク（ＳＩＮＥＴ）接続に伴うセキュリティ強化のため、県立学校児童・生徒

用フィルタリングソフトを導入 

 

令和４年度はＧＩＧＡスクールの実践を全県に展開していくことを念頭に、学校支援体制の充実

や情報通信環境を強化するとともに、情報活用能力を高めるための授業改革等を推進するため、以

下のような取り組みを行った。 

・ＧＩＧＡスクール構想の啓発・推進に向けた生徒・教員の成果発表の場としての「ＧＩＧＡスク

ールフェア（夏・冬）」を開催 

・令和４年度からの県立高校全日制課程でのＢＹＡＤによる１人１台端末の段階的導入に伴い、

県立学校向けにＧＩＧＡスクール運営支援センター（ヘルプデスク）を整備 

・ＳＴＥＡＭ教育の推進を図るため、自由な創造的活動を行う活動拠点となる「ＳＴＥＡＭ Ｌａ

ｂ」を鳥取工業高等学校と米子南高等学校に新たに設置（企業版ふるさと納税制度を活用） 
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令和５年度には県教育委員会事務局の組織改正により、教育環境課からＩＣＴ環境整備（ハード

面）の担当を教育センターに移管し、学校のＩＣＴ教育についてハードとソフトの両面から一体的

に推進するため、「教育 DX 推進課」を設置した。ＧＩＧＡスクール構想がスタートして３年目とな

り、鳥取県では令和５年度を「活用充実期」として位置づけるとともに、デジタル技術とデータを活

用して、知見の共有と新たな教育価値の創出を目指すため、以下のような取り組みを行った。 

・児童生徒端末から日々入力されるデータを活用し、児童生徒の心情の変化や自己肯定感等を把

握するとともに、早期に児童生徒理解に基づく適切な支援を行い、不登校の未然防止につなげ

る環境の構築と効果測定を行うためのモデル事業の実施

・分野横断的な学びと個別最適化された学びの実現を目指し、鳥取県の教育に関する情報に一元

的にアクセスできる「とっとり教育ポータルサイト」を構築

・令和２年に策定した「鳥取県学校教育情報化推進計画」を改訂し、「情報を主体的に活用し、持続

可能な社会の創り手となる資質・能力をもった人材の育成」を目指すため、令和６年３月に「鳥
取県学校教育DX推進計画」を策定
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